
イチジク株枯病対策のための真性抵抗性台木の検証

真性抵抗性台木「励広台１号」を台木にすると株枯れ病に感染せず、

慣行台木と比較して、 収量・糖度は同等 であることがわかりました。

（豊前分場）

イチジク株枯病に感染しない真性抵抗性台木の導入が求められていました。
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「励広台１号」を台木にしても、収量・糖度は
慣行の「キバル」台木と同等。

台木

● 断面の褐色になっている部分が病斑
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糖度19.7 糖度18.8 糖度18.2

「励広台１号」を台木にすると株枯病に
感染しない。

成果の内容
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